(表)
建築申請同意資料提出書
　　建築(許可・確認・計画通知)に係る消防法第7条及び建築基準法第93条第1項に規定する同意の資料として，次のとおり提出します。本書に記載の事項は，事実に相違ありません。
年　　月　　日
提出者氏名　　　　　　　　　　
(建築主)　　　　　　　　　 

設計者氏名　　　　　　　　　　
　　《建築物概要》
　　　【地名番地】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
【建築物の名称】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
【主要用途】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
【工事種別】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
【延べ面積】　申請部分：　　　　　　　　　　　　　　　m2
　　　　　　　　　　申請以外の部分：　　　　　　　　　　　　　　　m2
　　　　　　　　　　合計：　　　　　　　　　　　　　　　m2
　　　
【申請棟数】　　　　　　　棟

　　　
【主たる建築物の構造】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【主たる建築物】耐火建築物・準耐火建築物・その他　※該当するものに〇をつけてください
【主たる建築物の階数】地階を除く階数（地上階数）　　　　　　　　　階
　　　　　　　　　　　地階の階数　　　　　　　　　　　　　　　　　階
【危険物許可施設（少量危険物除く）】　　全体該当　／　一部該当　／　非該当　
【収容人員】収容人員の算定方法については、消防法施行規則第１条の３第１項に定めるとおりとする。

（従業者の数）　　　　　　　　　　　　　　　名
　　　　　※医師、看護師、薬剤師、教職員、神職及び僧侶等を含む

　　　　　 
（従業者以外の数）　　　　　　　　　　　　　名
　　　　　※固定式のいす席、病床、ベッド数、居住者、施設利用者、幼児、児童及び学生等を含む
（裏）
【建具表】普通階又は無窓階の審査のために図面に建具表を必ず添付すること。
※床面からの開口部までの高さ、窓又は扉の種類（引違い又はFIX等）、材質及び厚さを記入すること。
（例）
	AW1　　引違い窓
	AW2　FIX
	AD1　片開き戸

	

　　　　　　1.2ｍ以下
　　　　　　　床面　　　
	

　　　　　　　1.2ｍ以下
　　　　　　　　床面
	

	複層ｶﾞﾗｽ
型板3㎜＋A3＋3㎜
	ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ
6㎜
	ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ
6㎜

	
	
	サムターン錠


防火対象物棟別概要
	　1　階別
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　2　用途
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　3　内装
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　4　普通階・無窓階
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（注意）
１　防火対象物棟概要の書類は棟別に作成すること。
２　「1　階別」の欄は、例えば「Ｂ１」、「1Ｆ」又は「5Ｆ」と記入すること。
３　「2　用途」の欄は、主たる用途を記入すること。
４　「3　内装」の欄は、天井及び壁（1.2ｍ以下を含む。）の内装を「不燃」、「準不燃」、「難燃」又は「可燃」と記入すること。
５　「4　普通階・無窓階」の欄は、消防法施行規則第5条の2に定める普通階にあっては「普通」と、無窓階にあっては「無窓」と記入すること。
６　建築基準法施行規則に定める第2号様式の第2面から第5面を添付すること。
